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大学入試を振り返る

2010年度入試は18歳人口の増加に加え、不況を背景に「国公立大志向」が高まり、私立大では地方から都市圏への
流れが鈍り「地元志向」「安全志向」が随所でみられた。また、卒業後に地元での就職が見込める「資格系学部」に人気
が集中するなど、景気の影響を色濃く受けた年であった。
この度、各大学から今春入試の最終的な入試結果資料を送付いただいた。個々の状況については23ページ以降にまと

めてあるので是非ご活用いただきたい。また、全国の高等学校の先生方にご協力いただき約167万件の貴重な入試結果
調査（合否）データを集めることができた。本誌ではこれらの集計結果を踏まえ、2010年度入試を総括したい。

国国公公立立大大学学編編
はじめに今春入試の受験環境について振り返っておきたい。
この春の18歳人口は9年ぶりに増加した。同様に近年減少が
続いていた大学志願者数も増加に転じたと考えられ、後述の
通り、国公立大、私立大の志願者総数も昨年を上回る数とな
っている。
今春の大学志願者数の増加は、18歳人口の増加に加えて引
き続き現役生の大学志願率が上昇していることも要因である。
2006年度に初めて5割を超えた大学志願率は、その後も上昇
を続けており、2009年度では54.9％に達した。2010年度入試
も前年から0.5ポイント程度上昇しているものと思われる。
今春は高校生の就職状況の低迷などもあり、就職から進学へ
と切り替えた者も例年以上に多かったと考えられる。

全日程で志願者数が増加し倍率上昇

さて、国公立大入試の状況であるが、既に本誌4･5月号で
志願状況の分析結果をレポートした。改めてポイントを整理
すると、以下の4点が挙げられる。
�不況を背景に国公立大人気は上昇し、国公立大志願者数
は約1万4千人増
�センター試験平均点ダウンにより、少数科目で受験可能
な公立大の志願者増加目立つ

�難関大や医学科志願者は前年並み
�教員養成系・看護系に人気が集まる
【表1】は今回判明した合格者を含む概況である。国公立
大志願者の総数は489,270人で前期日程は11,426人増（前年
比105％）、後期日程は2,168人増（同101％）といずれも増加
した。センター試験平均点ダウンにも関わらずの増加には、
不況を背景とした受験生の国公立大志向の高まりが感じられ
た。後期日程の欠席率も近年上昇傾向にあったが、今春は
52.8％と昨年の53.6％から0.8ポイントダウンとなった。最後
まで粘り強く国公立大を目指した受験生が多かったようだ。
国立大と公立大を分けて見ると、今春は公立大での志願者増
加が目立った。公立大では、センター試験の必要科目数が少
ない大学が多く、私立大型受験生が例年以上に集まったもの
と思われる。
合格者数をみると、前期日程では募集人員が増加したもの
の、90,419人から90,048人へと僅かに減少した。倍率（志願
者数／合格者数：以降倍率は全て同じ）は2.9倍と昨年から0.1
ポイントアップした。後期日程でも合格者数が25,358人から
25,119人と減少し、倍率は7.9倍から8.0倍にアップにした。
合格者数の減少は、歩留り率（合格者のうち入学手続きし
た者の割合）が例年低い大学を中心に、今春は合格者数を抑
えた大学が多かったことによる。北見工業大（工－前：募集

【表1】国公立大入試結果 全体概況
募集人員 志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０９ １０ 前年比 ０９ １０ 前年比 ０９ １０ 前年比 ０９ １０

国
立

前期 ６３，８５１ ６４，１３５ １００％ １９４，９９６ ２０１，６５９ １０３％ ７２，４４２ ７２，０２９ ９９％ ２．７ ２．８
後期 １６，９５６ １６，５７８ ９８％ １５８，４４４ １５８，７４６ １００％ ２０，８０６ ２０，４２０ ９８％ ７．６ ７．８
全体 ８０，８０７ ８０，７１３ １００％ ３５３，４４０ ３６０，４０５ １０２％ ９３，２４８ ９２，４４９ ９９％ ３．８ ３．９

公
立

前期 １３，８５７ １４，０２１ １０１％ ５４，８６３ ５９，６２６ １０９％ １７，９７７ １８，０１９ １００％ ３．１ ３．３
中期 １，９１５ １，９０１ ９９％ ２５，３５７ ２６，０１６ １０３％ ４，５０１ ４，４４９ ９９％ ５．６ ５．８
後期 ３，３３２ ３，３９１ １０２％ ４１，３５７ ４３，２２３ １０５％ ４，５５２ ４，６９９ １０３％ ９．１ ９．２
全体 １９，１０４ １９，３１３ １０１％ １２１，５７７ １２８，８６５ １０６％ ２７，０３０ ２７，１６７ １０１％ ４．５ ４．７

国
公
立

前期 ７７，７０８ ７８，１５６ １０１％ ２４９，８５９ ２６１，２８５ １０５％ ９０，４１９ ９０，０４８ １００％ ２．８ ２．９
中期 １，９１５ １，９０１ ９９％ ２５，３５７ ２６，０１６ １０３％ ４，５０１ ４，４４９ ９９％ ５．６ ５．８
後期 ２０，２８８ １９，９６９ ９８％ １９９，８０１ ２０１，９６９ １０１％ ２５，３５８ ２５，１１９ ９９％ ７．９ ８．０
全体 ９９，９１１ １００，０２６ １００％ ４７５，０１７ ４８９，２７０ １０３％ １２０，２７８ １１９，６１６ ９９％ ３．９ ４．１

※５月２４日現在河合塾集計
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人員179人）460人→372人（88人減）、釧路公立大（経済－
前：募集人員65人）276人→198人（78人減）、長崎県立大
（経済－後：募集人員72人）141人→83人（58人減）、下関市
立大（経済－中：募集人員192人）639人→597人（42人減）
といった大学で合格者の減少数が大きかった。このような極
端な合格者の減少（あるいは増加）は、有名私立大と競り合
う地方国公立大や首都圏近郊の中堅国公立大など合格者の水
増し率が高い大学で起こりやすい。
【グラフ2】は国公立大前期日程の志願者数を「難関大」
と「その他大」に分けて、2005年度を100としてその推移を
みたものである。国公立大は2004年度のセンター試験7科目
化以降志願者が減少していた。とくに難関10大を除く「その
他大」では毎年志願者が減少しており、地方の国公立大を中
心に実質倍率（受験者数／合格者数）が1倍台の大学も散見
された。しかし、今春入試ではセンター試験平均点ダウンに
よる受験生の安全志向が目立ち、「その他大」の志願者数は
大幅に増加し、2005年度並みに回復した。実質倍率が1倍台
の募集区分数は566→498と減少し、全国的な国公立大人気が
感じられた。
一方、旧帝大を中心とした「難関10大」は08年度以降、前
年並みで推移している。今春入試は「その他大」のような大
幅な増加こそなかったものの、これら難関大を目指す層に大
きな変化はなく、安定した人気を維持したといってよいだろ
う。

センター試験平均点ダウンにより
東京大でも安全志向がみられる

【表3】はこれら難関大の入試結果をまとめたものである。
東京大は2年連続で志願者を減らしており、過熱気味にあっ
た東大人気は落ち着きを取り戻しつつある。今春はセンター
試験の平均点ダウンによる影響で東京大を諦め、一橋大をは
じめとする他の国立大に出願を変更した受験生も多かったよ
うである。なかでも文科一類では、隔年現象もあり志願者が

2割減少し、倍率も4.1倍→3.2倍と0.9ポイントダウンした。
一方で、一橋大（法）、京都大（法）では志願者が増加した。
【グラフ4－1】は東京大（文科一類）と一橋大（法）の前期
日程受験者の2次偏差値分布である。昨年と比べると東京大
では受験者の山が一回り小さくなっているのに対して、一橋
大では偏差値65.0付近を中心に受験者が増加している。とく
に偏差値70.0以上の層が厚くなっており、ハイレベルな入試
となったことが分かる。
近畿地区では昨秋の模試時から高い人気を示していた京都
大で志願者の増加が目立った。京都大は5年連続で志願者が
増加しており、今春入試では10学部中7学部で志願者が増加
した。京都大が公表している地域別志願者数をみると、地元
の近畿地区や関東、東海地区の受験者数が増加している。こ
れらの地区では一昨年までは東大熱の高まりが感じられたが、
今春は受験生の目が東京大から京都大に向いたとみられる。
なかでも文学部は前年の反動もあってか志願者が3割増加
し、倍率も2.5倍→3.3倍に上昇した。【グラフ4－2】は京都
大（文）の前期日程受験者の2次偏差値分布である。分布の
山は全体的に大きくなっているが、ボーダーランク（偏差値
67.5）より下の層で受験者が増加しているため、難易度に変
化は見られなかった。

【表3】国立難関10大学 入試結果
前期日程 後期日程

募集人員 志願者数（Ａ） 合格者数（B） 倍率（Ａ／Ｂ） 募集人員 志願者数（Ａ） 合格者数（B） 倍率（Ａ／Ｂ）
０９ １０ ０９ １０ 前年比 ０９ １０ 前年比 ０９ １０ ０９ １０ ０９ １０ 前年比 ０９ １０ 前年比 ０９ １０

北海道 １，９２０ １，９２７ ５，５０６ ５，４２８ ９９％ ２，０２１ ２，０３４ １０１％ ２．７ ２．７ ４６５ ４６５ ４，５２８ ４，２３５ ９４％ ５２５ ５４４ １０４％ ８．６ ７．８
東北 １，８４７ １，８５６ ５，３２６ ５，３４１ １００％ ２，０２２ ２，０２９ １００％ ２．６ ２．６ ９３ ９３ １，３５４ １，４１３ １０４％ １２３ １０７ ８７％ １１．０ １３．２
東京 ２，９６１ ２，９６３ ９，８７７ ９，４３９ ９６％ ３，００７ ３，００９ １００％ ３．３ ３．１ １００ １００ ３，１６６ ３，１３７ ９９％ １００ １００ １００％ ３１．７ ３１．４
東京工業 ８６２ ８６２ ３，２６２ ３，２８６ １０１％ ９２４ ９３０ １０１％ ３．５ ３．５ １４６ １４６ ２，１４５ ２，０８０ ９７％ １５３ １５３ １００％ １４．０ １３．６
一橋 ８４０ ８４０ ３，１４６ ３，３３２ １０６％ ８６３ ８６６ １００％ ３．６ ３．８ ８０ ８０ １，５６６ １，４７３ ９４％ ８４ ８９ １０６％ １８．６ １６．６
名古屋 １，７０８ １，７０８ ５，１５３ ４，９６０ ９６％ １，８３３ １，８４９ １０１％ ２．８ ２．７ ３ ５ ２６ ３１ １１９％ ４ ５ １２５％ ６．５ ６．２
京都 ２，８４４ ２，８４６ ７，９９１ ８，３２０ １０４％ ２，９２８ ２，９４０ １００％ ２．７ ２．８
大阪 ２，５５７ ２，５５７ ７，２０１ ７，２６５ １０１％ ２，７２６ ２，７３９ １００％ ２．６ ２．７ ６６０ ６６５ ６，５０８ ６，７２９ １０３％ ７６７ ７５１ ９８％ ８．５ ９．０
神戸 １，８０９ １，８０９ ５，６６９ ５，８０１ １０２％ １，９４５ １，９５２ １００％ ２．９ ３．０ ５４４ ５４４ ５，６７８ ５，４４８ ９６％ ６５８ ７１３ １０８％ ８．６ ７．６
九州 １，９９５ ２，０２１ ５，０７４ ５，０７１ １００％ ２，１６５ ２，１８９ １０１％ ２．３ ２．３ ３１９ ３３４ ２，８７０ ２，８７９ １００％ ３６５ ３８５ １０５％ ７．９ ７．５
難関１０計 １９，３４３１９，３８９５８，２０５５８，２４３ １００％２０，４３４２０，５３７ １０１％ ２．８ ２．８ ２，４１０ ２，４３２２７，８４１２７，４２５ ９９％ ２，７７９ ２，８４７ １０２％ １０．０ ９．６

【グラフ2】難関大VSその他大 志願者前年比の推移

※難関１０大：旧帝大＋一橋大・東京工業大・神戸大
※志願者数は前期日程で集計

【グラフ4－1】東京大（文科一類）前期受験者の学力分布

一橋大（法）前期受験者の学力分布

Guideline June 2010 3



不況により資格系学部が注目される
教員養成・看護系に人気集中

次に学部系統別の状況を確認しておく。各学部系統の入試
結果は【表5】にまとめた。
昨年の模試で人気の高かった「教員養成」「看護」といっ
た資格系統で予想通り志願者が増えた。一方、同じく当初人
気の高かった「理」「農」は、いずれも志願者は前年並みに
留まった。センター試験の平均点ダウンは理系でより大きか
った。安全志向が働き、「工」などの他の系統に志望を変更
したとみられる。
【グラフ6】は「教員養成」「看護」受験者のセンター試験
得点率の分布である。「教員養成」は得点率60～70％付近で
受験者の山が一際高くなっている。この付近の得点率は中堅
国公立大のボーダーラインとも一致しており、倍率が上昇し
た大学が多い。
「看護」ではセンター試験の平均点が数学・理科で大幅に
ダウンした影響を受けて、ボリュームゾーンが左にシフトし
ているものの、得点率55～65％付近で受験者の山が高くなっ
ている。前期日程の倍率をみると滋賀県立大（人間看護）
2.8倍→6.2倍、山梨県立大（看護）3.0倍→5.9倍、大分県立
看護科学大（看護）3.3倍→5.6倍など、激戦となった大学も
多かった。「教育」「看護」の両分野は卒業後地元での就職が
見込めるため、全国的に人気となった。今後も資格系学部の
人気は続くと予想される。

ここ数年、国策により定員増が続いている医学科は、今春
入試でも48大学で290名の定員増となった。選抜方法別の内
訳をみると、一般入試で145名、推薦入試で115名、AO入試
で30名の募集人員増となった。今春入試においても定員増の
認可スケジュールが遅かったため、増加分の定員の多くは一
般入試の前期日程に振り分けられた。
募集人員が増加になったにも関わらず、医学科の前期日程
志願者数は前年比101％にとどまった。合格者数は3,502→

【表5】国公立大（前期）学部系統別入試結果

系統
募集人員 志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０９ １０ ０９ １０ 前年比 ０９ １０ 前年比 ０９ １０
文・人文・外国語 ７，３６７ ７，３８０ ２５，７１９ ２６，４３７ １０３％ ８，９２８ ８，９０２ １００％ ２．９ ３．０
社会・国際 ２，０９９ ２，１１９ ８，１８４ ８，２８３ １０１％ ２，７１９ ２，７４１ １０１％ ３．０ ３．０
法・政治 ４，１８５ ４，１５９ １３，８０３ １４，２４７ １０３％ ４，９２３ ４，９１２ １００％ ２．８ ２．９
経済・経営・商 ７，９８５ ８，０２７ ２８，７１９ ２９，０１５ １０１％ １０，１３１ ９，９８３ ９９％ ２．８ ２．９
教育－教員養成課程 ６，７９４ ６，８８６ １８，７７９ ２０，３８６ １０９％ ７，６６４ ７，７３６ １０１％ ２．５ ２．６
教育－総合科学課程 ２，８３１ ２，７３８ ９，１２１ ９，７６１ １０７％ ３，２７４ ３，１６８ ９７％ ２．８ ３．１
理 ４，９４４ ４，９４４ １４，７９１ １４，９１９ １０１％ ５，６５３ ５，６０７ ９９％ ２．６ ２．７
工 ２２，００６ ２２，００６ ６２，１７６ ６４，５８１ １０４％ ２５，３４９ ２４，９１４ ９８％ ２．５ ２．６
農・林・水産・獣医 ５，３５９ ５，３５０ １７，２８８ １７，１６１ ９９％ ６，１６７ ６，０４６ ９８％ ２．８ ２．８
医・歯・薬・保健 １０，０７８ １０，３１４ ３７，１１２ ３８，４９５ １０４％ １０，８４７ １１，１３４ １０３％ ３．４ ３．５
医 ３，３９３ ３，５７６ １７，０４０ １７，１７７ １０１％ ３，５０２ ３，７１２ １０６％ ４．９ ４．６
歯 ４５９ ４６９ １，５７５ １，６１０ １０２％ ５０８ ５３１ １０５％ ３．１ ３．０
薬 ７９０ ７９９ ２，７５０ ２，７１３ ９９％ ８６９ ８８９ １０２％ ３．２ ３．１
看護 ３，６４５ ３，６４８ １０，５２５ １１，５２７ １１０％ ３，９８６ ３，９７６ １００％ ２．６ ２．９
医療技術・他 １，７９１ １，８２２ ５，２２２ ５，４６８ １０５％ １，９８２ ２，０２６ １０２％ ２．６ ２．７

家政・生活科学 ６８７ ６８３ ２，１８５ ２，２８６ １０５％ ７６５ ７５１ ９８％ ２．９ ３．０
芸術・体育 １，２０２ １，３４８ ４，５０３ ７，６２１ １６９％ １，３１１ １，４８４ １１３％ ３．４ ５．１
総合・環境・情報・人間 ２，１７１ ２，２０２ ７，４７９ ８，０９３ １０８％ ２，６８８ ２，６７０ ９９％ ２．８ ３．０

全体 ７７，７０８ ７８，１５６ ２４９，８５９ ２６１，２８５ １０５％ ９０，４１９ ９０，０４８ １００％ ２．８ ２．９

※５月２４日現在河合塾集計、学部系統の分類は河合塾による

【グラフ4－2】京都大（文）前期受験者の学力分布

※グラフは該当大受験者の全統記述模試時の偏差値をもとに作成した
学力分布（河合塾入試結果調査データより）

【グラフ6】教員養成課程（前期）受験者の学力分布

看護系（前期）受験者の学力分布

※河合塾入試結果調査データより
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3,712名へと増加したため、倍率は昨年の4.9倍から4.6倍にダ
ウンした。河合塾が設定した2次試験のボーダーランクは19
大学でダウンしており、昨年は全ての医学科のボーダーラン
クは1ランク（偏差値65.0）以上であったが、今春は2ランク
（偏差値62.5）の大学が8大学登場した。医学科は全体的に易
化に向かったといえる。

2011年度入試のトピックス

最後に、2011年度入試について判明している情報をまとめ
ておく。
2011年度入試で募集の枠組みを大きく変えるのが北海道大
である【表7】。北海道大の前期日程では2011年度入試から
入学時に所属学部を決定しない「総合入試」枠を新たに導入
する。募集人員の一部を文系と理系に一括りにして募集が行
われる。文系学部および理系4学部では、これまでの学部別
の入試枠も継続して設定されているが、理、工、農、薬の4
学部では「学部別入試」は行われないので注意
したい。「学部別入試」と「総合入試」の両枠
を実施する学部では、受験生はどちらかの枠を
選択することになり、動向が注目される。なお、
募集人数をみると、文系学部では「総合入試」
の枠が100名と少ない。対照的に理系学部では
約7割を「総合入試」枠で募集する。文系と理
系では異なる動向となることが予想される。
2011年度入試でも日程の変更を予定している
大学がある。山梨大（医－医）は前期10名、後
期70名で募集を行っていたが、前期日程を廃止
して後期日程（80名）のみになる。広島市立大
（芸術－美術－日本画、彫刻）は募集を前期日
程のみで実施していたが、後期日程に変更とな
る。
当初拡大傾向にあった後期日程廃止の動きは
落ち着きをみせつつあるが、2011年度入試では
北海道大（医－医、保健－看護学、作業療法

学）、筑波大（社会・国際学群－社会学類）、金沢大（医薬保
健学域－保健－理学療法学）など数大学で後期日程の廃止が
予定されている。一方、宇都宮大（工－情報工）、群馬大
（教育－学校－数学、理科、技術）、山梨大（医－看護）では、
廃止していた後期日程を復活する。
大学の新設では、福山市立女子短大を廃止して、広島県内
の公立大では4校目の福山市立大の新設が予定されている。
また、高知女子大は「高知県立大」に校名変更し、男女共学
となる。大学の改組では、福岡女子大は文、人間環境学部の
2学部を国際文理学部の1学部に統合し、3学科に再編される
予定だ。
このほかにも、入試科目の変更、学部・学科の新設・再編
や募集区分の変更などを予定している大学がある。本誌14
ページ以降に一部をまとめているほか、河合塾の入試情報サ
イトKei-Netでも最新の情報を掲載しているので、是非ご活
用いただきたい。

私私立立大大学学編編
ここからは私立大の入試状況を見ていく。本誌4･5月号で
は、全国主要190大学の一般入試（二期入試および夜間主・2
部除く）の志願状況を速報としてお伝えした。今号では、志
願者・受験者・合格者数の集計が完了した全国508大学の入
試結果をもとに、2010年度の私立大一般入試についてレポー
トする。

志願者数は増加、倍率も上昇
全体では厳しかった今春入試

初めに私立大一般入試の近年の状況を振り返っておく。私
立大では2009年度までの3年間、僅かずつではあるものの志
願者（延べ数：以降全て同じ）増加が続いていた。この間、
都市部にある主要21大学（表11参照）の志願者数が他の私立
大志願者数を上回るという事象も起こったが、2009年度入試
ではその他の大学で志願者の伸びが高く、志願者数は再び逆
転した。
今春行われた2010年度入試は、地元志向と安全志向が鮮明
にあらわれた。併願校数の増加により私立大延べ志願者数は
大きな伸びを示した。しかし、主要21大学では志願者数はそ

れほど伸びず、その他の大学の志願者数が主要21大学を引き
離す勢いである。なお、国公立大同様に就職に直結する資格
系統で人気が出ており、将来への安心感という点で、これも
安全志向の一つとみることができる。では2010年度入試の詳
細について見ていこう。
今春入試の私立大一般入試全体の志願者数は、前年を約10
万3千人上回る269万5千人（前年比104％）であった【表8】。
入試方式別の内訳では、一般方式が181万6千人（前年比102
％）、センター方式では88万人（同109％）となっている。と
くにセンター方式での伸びが著しい年であった。併願校には
受験コストが安価なセンター方式を選択した受験生が多かっ
たといえる。
期別では二期入試で志願者数の伸び率が高い。二期入試の
志願者数はここ2年ほど減少していたが、今年は増加に転じ
た。二期での志願者数の増減は、一期入試の合格者数の増減
に左右される。今春は一期で厳しい入試となったころもあり、
最後まで粘り強く出願した受験生も多かったようである。
次に合格者数を確認する。私立大の合格者数は、定員超過
への対応で、ここ2年ほど減少傾向にあったが、今春入試で
は101％と増加に転じた。とくに昨春減少幅の大きかったセ

2010年度
学部別入試

文 （１４８名）
教育 （４３名）
法 （１６０名）
経済 （１６０名）
理 （２０９名）
工 （５４３名）
農 （１５９名）
獣医 （２０名）
水産 （１６４名）
医（医） （８５名）
医（保健） （１４４名）
歯 （３５名）
薬 （５０名）
※（ ）内の数は募集人員

2011年度
学部別入試 総合入試

文 （１１８名）

文系 （１００名）
教育 （２０名）
法 （１４０名）
経済 （１４０名）
理 （－）

理系
工 （－）
農 （－） 選抜群
獣医 （２０名） 数学重点 （１３０名）
水産 （１０５名） 物理重点 （２３５名）
医（医） （９０名） 化学重点 （２３５名）
医（保健） （１４２名） 生物重点 （１７７名）
歯 （３０名） 総合科学 （２５０名）
薬 （－）

【表7】北海道大（前期） 総合入試の導入

��

※総合入試による合格者は２年次に希望・評価をもとに所属学部を決定する
各学部の移行人数は、学科の定員を踏まえたうえで設定されている

Guideline June 2010 5



ンター方式で増加している。ただし、志願者数の増加率に比
べ、両方式とも低く抑えられており、倍率（志願者／合格
者：以降倍率は全て同じ）はいずれも上昇した。今春は受験
生にとって厳しい入試であったといえよう。
合格者数が大きく増加した大学は、関西大1,305人（前年
比108％）、法政大1,102人（同107％）、明治学院大1,090人
（同116％）、立命館大1,067人（同104％）、中京大991人（同
118％）などである。このうち関西大、立命館大、中京大は
昨春入試で合格者数を大きく減らした大学である。また、合
格者数を大きく減らした大学は、東洋大△1,907人（前年比
88％）、日本大△1,502人（同94％）、関西学院大△1,344人
（同90％）、東京農業大△1,306人（同84％）などである。こ
のうち東洋大、日本大、東京農業大では、志願者数が増加し
ているため倍率は大幅に上昇、厳しい入試となった。

多くの地区で地元に目が向き、
地方から都市圏への流れが鈍る

次に地区別の動向を検証してみたい。【表9】は今春の私
立大の入試結果を地区別に分けたものである。各地区とも志
願者数は増加しているが、なかでも関東・甲信越、東海地区
で増加数が大きくなっている。一方、近畿地区では志願者数
は前年からほとんど増えていない。
【表10】は河合塾の入試結果調査データで、私立大志願者
数を出願大が所在する地域で分けたものである。受験生が、
自身が所在する地区、すなわち地元の大学に出願した数は前

年比105％、他地区の大学に出願した数は同102％となってお
り、今春の地元志向を裏付ける結果となっている。この傾向
が最も顕著なのが東海地区である。この地区では地元大学へ
の出願が1割増加した。一方、関東・甲信越地区、近畿地区
への出願者はほぼ前年並みにとどまっており、この地区では、
今春は地元に目が向いていたことをうかがわせる。また、北
海道・東北地区では地元大学への出願者も増加しているが、
関東・甲信越地区への出願者も同様に増加している。これは
地元には首都圏の難関大に匹敵する大学がないことに加え、
都市圏に比べ大学卒業後の就職に不安が残ることで、多少無
理をしてでも首都圏に出ていく層があるためであろう。この
ほかの地区でも、近畿、九州地区から関東・甲信越地区へ、
あるいは北海道・東北、九州地区から近畿地区へなど、より
遠方の地区の大学への出願数が減る傾向にあった。
他地区大学への出願を控える受験生が多かったことから、
近畿地区では他地区からの流入が減り、地区としての志願者
数が前年並みにとどまる結果になったものと推測する。一方、
関東・甲信越地区では、地区内の受験人口増による出願数増
加が、他地区からの出願者の減少を上回っており、地区とし
て7万人以上の志願者増加となった。

早慶の志願者減は他地区からの志願者減少が要因
慶應、上智では合格者数増加

【表11】は首都圏・近畿圏の21大学の入試結果を大学グ
ループ別に集計したものである。「早慶上理」「関関同立」の

【表8】私立大入試結果（一般・センター／一期・二期別）

志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０８ ０９ １０ ０９／０８ １０／０９ ０８ ０９ １０ ０９／０８ １０／０９ ０８ ０９ １０

全体 ２，５７５，２１９ ２，５９２，０１０ ２，６９５，４２３ １０１％ １０４％ ７４４，４３２ ７２９，２４０ ７３９，３８３ ９８％ １０１％ ３．５ ３．６ ３．６
方
式
別

一般 １，７７６，３２５ １，７８３，７０３ １，８１５，５１７ １００％ １０２％ ４７６，７５６ ４７０，５５７ ４７０，９７１ ９９％ １００％ ３．７ ３．８ ３．９

センター ７９８，８９４ ８０８，３０７ ８７９，９０６ １０１％ １０９％ ２６７，６７６ ２５８，６８３ ２６８，４１２ ９７％ １０４％ ３．０ ３．１ ３．３

期
別

一期 ２，４０６，２３５ ２，４２５，００９ ２，５０９，９０９ １０１％ １０４％ ７００，９５９ ６８４，３５１ ６９０，７４０ ９８％ １０１％ ３．４ ３．５ ３．６

二期 １６８，９８４ １６７，００１ １８５，５１４ ９９％ １１１％ ４３，４７３ ４４，８８９ ４８，６４３ １０３％ １０８％ ３．９ ３．７ ３．８

※５月２４日現在 河合塾集計（５０８大学判明分）
※集計は２００８～１０年度の３年分について志願者数・合格者数を公表している大学を集計（合格者数の未判明やいずれかの年度データが非公表の学部・学科
等については集計対象から除く）。 【表９】以降も同条件で作成

【表9】私立大入試結果（地区別）

地区
志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０８ ０９ １０ ０９／０８ １０／０９ ０８ ０９ １０ ０９／０８ １０／０９ ０８ ０９ １０

北海道 ２６，８２９ ２６，１９４ ２６，８６０ ９８％ １０３％ １４，４８８ １４，３５９ １４，５６０ ９９％ １０１％ １．９ １．８ １．８

東北 ２９，８７３ ３０，０４４ ３０，４４６ １０１％ １０１％ １３，６００ １３，６７０ １３，５９０ １０１％ ９９％ ２．２ ２．２ ２．２

関東・甲信越 １，５５５，９６９ １，５７８，９００ １，６５７，８３１ １０１％ １０５％ ４０５，２６１ ３９８，９４９ ４０１，１９９ ９８％ １０１％ ３．８ ４．０ ４．１

北陸 １０，３１９ ９，７６３ １０，９１７ ９５％ １１２％ ５，９４７ ５，５４２ ６，２１７ ９３％ １１２％ １．７ １．８ １．８

東海 １７０，２４０ １７３，７３７ １８６，６７２ １０２％ １０７％ ６９，９１２ ６５，７２２ ６６，７２５ ９４％ １０２％ ２．４ ２．６ ２．８

近畿 ６３８，３６３ ６２３，７２５ ６２４，８５６ ９８％ １００％ １６７，６５０ １６４，８２０ １６９，７２４ ９８％ １０３％ ３．８ ３．８ ３．７

中国 ３４，２１３ ３５，２０８ ３６，９３１ １０３％ １０５％ １８，６０１ １８，６６０ ２０，０１０ １００％ １０７％ １．８ １．９ １．８

四国 ９，０９６ １１，４１９ １３，０３８ １２６％ １１４％ ６，３７８ ５，４５５ ５，７６０ ８６％ １０６％ １．４ ２．１ ２．３

九州 １００，３１７ １０３，０２０ １０７，８７２ １０３％ １０５％ ４２，５９５ ４２，０６３ ４１，５９８ ９９％ ９９％ ２．４ ２．４ ２．６

全体 ２，５７５，２１９ ２，５９２，０１０ ２，６９５，４２３ １０１％ １０４％ ７４４，４３２ ７２９，２４０ ７３９，３８３ ９８％ １０１％ ３．５ ３．６ ３．６

【表10】私立大出願校数（大学所在地域別）
０９ １０ 前年比

所在エリア内の大学に出願 ６０２，０５８ ６３３，４２５ １０５％
他エリアの大学に出願 ５６１，５９３ ５７０，５８４ １０２％

※エリアは１０（北海道・東北・東京・関東甲信越・北陸・東海・近畿・中国・四国・九州）に分けて集計

東海地区受験生の大学所在地域別出願校数
受験大学所在地 ０９ １０ 前年比

東海地区 １２３，１６５ １３５，６９６ １１０％
関東・甲信越地区（東京含む） ６２，８５３ ６３，６２７ １０１％
近畿地区 ３２，１９３ ３１，８１３ ９９％

北海道・東北地区受験生の大学所在地域別出願校数
受験大学所在地 ０９ １０ 前年比

北海道・東北地区 ３５，３８０ ３６，４１７ １０３％
関東・甲信越地区（東京含む） ４７，８６７ ４９，５３１ １０３％
その他地区 ３，２８４ ３，１００ ９４％

※河合塾入試結果調査データより作成
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東西最難関グループでは今春も志願者が減少した。これを埋
めるように「MARCH」「日東駒専」「産近甲龍」の3グルー
プで志願者が増加した。なお、合格者数を見ると、「日東駒
専」で減少、「産近甲龍」で前年並み、他のグループでは増
加した。
「早慶上理」「関関同立」では志願者減少にも関わらず増加
となっている。合格者の増加要因はいくつか考えられるが、
前年以上に歩留り率（合格者のうち入学手続きした者の割
合）が低かったのであろう。河合塾の入試結果調査データを
見ると、国公立大を併願した合格者が増加しており、これら
難関私立大より国公立大を入学先として選ぶケースが例年以
上に多かったようである。慶應義塾大、上智大では、今春は
追加合格者を多く出した。
【表12】は首都圏の3大学グループの志願者数を出身地区
別に分けたものである。「早慶上理」では地元志願者が増加
しているものの、他地区の志願者が減っている。元々他地区
からの出願数が多かったこのグループでは、他地区出願者の
減少が志願者減少につながったことがわかる。MARCHでは
北海道・東北、東海地区からは増加したが、遠方の近畿、九
州地区からの出願者は減少した。
次に地元にあたる関東地区受験生の動向を縦に見てみると、
3グループとも志願者数は増加しているが、とくにMARCH、
日東駒専で増加率が高くなっている。ここから見えるのは、
より確実に合格校を得たい心理から、難関校の出願を減らし、
もう少し安全な大学に出願を切り替えている姿である。こう
いった安全志向が今春は各所で見られた。

志願者増加大の顔ぶれは首都圏に集中

【表13】は今春の一般入試における志願者数増加大学と減
少大学のトップ20である（人数差順）。この表は志願者増減
の絶対数を基準としており、ここに挙がるのは入試規模の大

きな大学ということになる。そのため、この表での順位が人
気・不人気の順位を表すものではないことを予めお断りして
おく。
さて、今春の増加大の顔ぶれは首都圏に集中している。首
都圏では受験人口が増加しており、それが個別の大学の志願
者増という形で現れたものであろう。増加数1位の明治大は
今春早稲田大を抜いて志願者数全国一にも輝いた。2位の法
政大は昨春大きく志願者を減らした反動が大きく出た形だ。
MARCHではグループ内の大学で志願者数の隔年現象を起こ
している。今春は明治大、法政大、立教大が増加、中央大、
青山学院大が減少した。また、日本大、東洋大をはじめとし
て、明星大、東京経済大、国士舘大、芝浦工業大、東京電機
大など、首都圏の中堅校では2年連続で志願者が増加してい
るところも目立つ。
次に志願者減少大学をみると、私立大志願者数全体が増加
したこともあり、上位の大学の減少数も昨春に比べると小幅
である。このうち立命館大、早稲田大、慶應義塾大、同志社
大などは2年連続で減らしている。また、同志社女子大、関
西大、甲南大、桃山学院大など、減少大では近畿地区の大学
が目立つ。なお、前述の中央大、青山学院大のほか、東京女
子大、学習院大、成城大、関西学院大、阪南大などは前年の
増加の反動で志願者が減少した大学である。

文低・理高の志願状況
資格系統に人気集まる

【表14】は系統別の入試結果を集計したものである。大筋
はGL4･5月号でお伝えした内容と変化ないが、特徴的な系統
について再度取り上げておく。
文系各系統では「経済・経営・商」学系の志願者数が前年
並みとなったほか、いずれの系統も前年を上回った。このう
ち「法・政治」学系では、今春の安全志向を示す格好の例と

【表11】私立大入試結果（大学グループ別）

志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０８ ０９ １０ ０９／０８ １０／０９ ０８ ０９ １０ ０９／０８ １０／０９ ０８ ０９ １０

５０８大学計 ２，５７５，２１９ ２，５９２，０１０ ２，６９５，４２３ １０１％ １０４％ ７４４，４３２ ７２９，２４０ ７３９，３８３ ９８％ １０１％ ３．５ ３．６ ３．６

主要２１大学計 １，３２５，８５１ １，３０９，６８９ １，３２５，１４６ ９９％ １０１％ ２８７，２２０ ２８２，１４０ ２８２，９５８ ９８％ １００％ ４．６ ４．６ ４．７

早慶上理 ２５３，２２０ ２４６，２５７ ２３８，８０５ ９７％ ９７％ ５０，１４２ ４８，７１９ ４９，４３１ ９７％ １０１％ ５．１ ５．１ ４．８

MARCH ４０６，５３６ ４０２，９１０ ４１８，７９５ ９９％ １０４％ ７２，７８９ ７２，２２４ ７３，２７８ ９９％ １０１％ ５．６ ５．６ ５．７

日東駒専 ２１１，０５６ ２２０，８６５ ２３５，９８７ １０５％ １０７％ ５８，９９９ ５６，４５８ ５３，８５３ ９６％ ９５％ ３．６ ３．９ ４．４

関関同立 ２８９，４６４ ２７４，２９２ ２６３，３５５ ９５％ ９６％ ７０，３９６ ６８，６６９ ７０，４６３ ９８％ １０３％ ４．１ ４．０ ３．７

産近甲龍 １６５，５７５ １６５，３６５ １６８，２０４ １００％ １０２％ ３４，８９４ ３６，０７０ ３５，９３３ １０３％ １００％ ４．７ ４．６ ４．７

※大学グループ
早慶上理：早稲田・慶應義塾・上智・東京理科 MARCH：明治・青山学院・立教・中央・法政 日東駒専：日本・東洋・駒澤・専修
関関同立：関西・関西学院・同志社・立命館 産近甲龍：京都産業・近畿・甲南・龍谷

【表12】首都圏主要大学の出身地区別志願者数の変化

大学
北海道・東北地区

受験生
関東地区
受験生

東海地区
受験生

近畿地区
受験生

中国・四国・九州地区
受験生

０９ １０ 前年比 ０９ １０ 前年比 ０９ １０ 前年比 ０９ １０ 前年比 ０９ １０ 前年比

早稲田 ２，２５５ １，９６７

９６

２９，８７７ ３１，３３２

１０４

５，３３７ ４，９３４

９４

２，３７９ ２，１７１

９４

５，３１０ ４，３２２

８５
慶應義塾 ７７５ ７５１ １２，０９８ １２，４７５ ２，４１５ ２，２４７ １，０７６ １，０８０ ２，３４６ ２，０８４

上智 ２９９ ３２５ ７，８５３ ８，３３４ ８３７ ７５４ ２８０ ２６７ ６１８ ６２２

東京理科 １，６１５ １，７２７ １３，０２１ １３，４１９ ３，３８３ ３，３４３ ４６２ ４２４ ２，０５５ １，７９７

青山学院 １，４３３ １，３７４

１０６

１３，６４１ １３，２３９

１０７

２，６６６ ２，５２５

１０３

６７９ ６２２

９６

２，３１０ １，９６６

９４

中央 ３，２４６ ３，１３９ １６，９３０ １６，８６１ ３，９１２ ３，５４７ ７８１ ７１５ ３，０２８ ２，５４９

法政 ３，０４８ ３，４０４ ２０，９８０ ２３，７７６ ４，０４１ ４，７０６ ６４０ ６２８ ２，６３６ ２，６６２

明治 ３，２７６ ３，６４３ ２６，８０４ ３１，４０８ ４，８７０ ５，１１５ ９５１ ９３１ ３，７９５ ３，７７９

立教 １，３４１ １，５３３ ２２，４２６ ２３，０４５ ２，１８９ ２，２３４ ４１９ ４４２ １，５９３ １，５８８

日本 ２，７０６ ２，８２６

１０２

２０，０３４ ２１，５５４

１０７

３，０１７ ３，１１１

１０７

３９９ ３８８

１００

２，０２７ １，９４５

１０１
東洋 １，６７４ １，６４２ １７，１６７ １７，７０９ １，２８５ １，４０６ １２１ １０７ ５６０ ５７８

駒澤 ７９７ ８４０ ７，５１５ ７，８２３ ９６１ １，０７５ ７７ ７５ ５１０ ５８４

専修 １，１８２ １，１４８ ５，９６４ ７，０２３ １，４０６ １，５２８ １００ １２５ ６５１ ６８１
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なっている。系統全体では前年比102％と増加したが、個別
の大学を見ていくと、早稲田大、慶應義塾大、上智大、同志
社大、関西大など難関大で志願者数が大きく減少している。
一方で獨協大、東洋大、大東文化大、国士舘大、愛知学院大、
亜細亜大、専修大、駒澤大など中堅の大学では、志願者が増
加しているところが目立つ。法学系は入試難易度が高めの系
統であるため、難関大では他大学・他系統への流出が見られ、
中堅の大学で志願者増加が目立つ結果となったようである。
理系各系統では「理」「農・林・水産・獣医」系が昨春に
続いて高い伸びを示した。また模試時には人気がなかった
「工」学系でも志願者数を大きく伸ばした。センター試験の
平均点ダウンは理系でより大きかった。国公立大との併願者
の増加が出願校数増加につながっている。
「医・歯・薬・保健」系では「医」「看護」「医療技術・そ
の他」分野で志願者が増加している。このうち医学科では、
志願者の成績分布を見ると、増加しているのは主にボーダー
ランク以下の成績層であり、難化にはつながっていない。看
護分野では大学・学部新設の影響もあるが、地元で就職が見
込めることから人気を集めている。同様に地元での就職が見
込めそうな教育、児童、さらには食物・栄養といった分野で

も志願者増加が目立つ。資格に直結する分野の人気は不況時
の典型的な動向といえるであろう。ただし、歯学部、薬学部
では依然として志願者が減少しており、同じ資格に関連する
分野でも対照的な動向となっている。とくに歯学部の志願者
数はこの2年間の落ち込みが激しく、倍率は昨春に続き2倍を
切っている。定員割れを起こしている大学もあり、今後、思
い切った入学定員の削減を進める歯学部の登場も予想される。
薬学部も私立大では志願者減少に歯止めがかからない。今春
の倍率は2.9倍となり、3倍を切った。

2010年度入試は不況を背景に、地元志向や安全志向などダ
イナミックな動きが見られた。全体的に厳しい入試であった
が、2011年度も受験人口に大きな変化はなく、今春並みの入
試が展開されることが予想される。いったん地元に向けられ
た目は変わるのか、チャレンジを好まず無難な出願をする動
きはどうなるのかなどが、注目されるところであろう。
2011年度もすでに多くの大学・学部の新設が公になってい
る。入試方式等の変更もこれから夏にかけて徐々に明らかに
なっていく。次回は本誌10月号にて2011年度入試の最新動向
をお伝えする。

【表14】私立大入試結果（学部系統別）

系統
志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０８ ０９ １０ ０９／０８ １０／０９ ０８ ０９ １０ ０９／０８ １０／０９ ０８ ０９ １０

文・人文・外国語 ５１８，６２０ ５２９，２３４ ５５３，８４６ １０２％ １０５％ １５７，４８３ １５４，７７９ １５７，７２５ ９８％ １０２％ ３．３ ３．４ ３．５

社会・国際 ２４６，２７３ ２４１，７２２ ２５２，５３８ ９８％ １０４％ ６５，５５０ ６３，５４５ ６５，７６１ ９７％ １０３％ ３．８ ３．８ ３．８

法・政治 ２４６，７２７ ２３８，３８５ ２４２，８５４ ９７％ １０２％ ６６，２３４ ６４，５１０ ６４，９０８ ９７％ １０１％ ３．７ ３．７ ３．７

経済・経営・商 ５８４，２４７ ５８５，５６４ ５８２，９１６ １００％ １００％ １３８，４０５ １３２，９４７ １３５，４５０ ９６％ １０２％ ４．２ ４．４ ４．３

理 ９１，４５７ ９６，２５０ １０１，３５９ １０５％ １０５％ ３３，８６９ ３１，８１１ ３１，０９０ ９４％ ９８％ ２．７ ３．０ ３．３

工 ３５５，４３４ ３５９，７２９ ３８７，０７１ １０１％ １０８％ １３０，２０７ １２７，１１０ １２７，６４９ ９８％ １００％ ２．７ ２．８ ３．０

農・林・水産・獣医 ６８，７６３ ７４，３５８ ８０，６３０ １０８％ １０８％ ２２，６３５ ２２，３３５ ２１，４２４ ９９％ ９６％ ３．０ ３．３ ３．８

医・歯・薬・保健 ２１２，３４７ ２０７，０６１ ２１６，８２２ ９８％ １０５％ ５２，９０１ ５４，３１５ ５５，３４５ １０３％ １０２％ ４．０ ３．８ ３．９

医 ６０，６３９ ６１，７０４ ６５，４８０ １０２％ １０６％ ４，３３３ ４，７９６ ４，９２９ １１１％ １０３％ １４．０ １２．９ １３．３

歯 ７，３３７ ４，６８６ ４，１２１ ６４％ ８８％ ２，４１６ ２，４２８ ２，１４２ １００％ ８８％ ３．０ １．９ １．９

薬 ７０，８８７ ６５，８５３ ６１，２１１ ９３％ ９３％ ２１，２８１ ２０，８９３ ２０，９７２ ９８％ １００％ ３．３ ３．２ ２．９

看護 ３２，３９５ ３４，５５１ ４４，３０１ １０７％ １２８％ １０，５１７ １１，４２８ １２，３９８ １０９％ １０８％ ３．１ ３．０ ３．６

医療技術・その他 ４１，０８９ ４０，２６７ ４１，７０９ ９８％ １０４％ １４，３５４ １４，７７０ １４，９０４ １０３％ １０１％ ２．９ ２．７ ２．８

家政・生活科学 ６１，３０６ ６１，４３８ ７０，０４４ １００％ １１４％ ２１，４９１ ２０，９７６ ２２，１９３ ９８％ １０６％ ２．９ ２．９ ３．２

芸術・体育 ８２，９５０ ８１，１０２ ８３，９５７ ９８％ １０４％ ２４，０４８ ２４，２１８ ２４，１３８ １０１％ １００％ ３．４ ３．３ ３．５

総合・環境・情報・人間 １０７，０９５ １１７，１６７ １２３，３８６ １０９％ １０５％ ３１，６０９ ３２，６９４ ３３，７００ １０３％ １０３％ ３．４ ３．６ ３．７

全体 ２，５７５，２１９ ２，５９２，０１０ ２，６９５，４２３ １０１％ １０４％ ７４４，４３２ ７２９，２４０ ７３９，３８３ ９８％ １０１％ ３．５ ３．６ ３．６

※大学計で入試結果を公表している大学は上表には含まない

●減少した大学

大学 ０８ ０９ １０ １０－０９ ０９／０８ １０／０９
�立命館 ９５，５９７ ８４，６００ ７７，７４４ －６，８５６ ８８％ ９２％
�早稲田 １２５，２４９ １２１，１６６ １１５，５１５ －５，６５１ ９７％ ９５％
�中央 ８１，９８１ ８５，０９２ ８１，８９８ －３，１９４ １０４％ ９６％
�東京女子 ９，５８４ １１，５７１ ９，６３２ －１，９３９ １２１％ ８３％
�同志社女子 １１，７２９ １１，３８４ ９，６９０ －１，６９４ ９７％ ８５％
�学習院 １４，３３８ １５，４５８ １３，７６５ －１，６９３ １０８％ ８９％
�関西 ９３，６７２ ９０，０６６ ８８，３９９ －１，６６７ ９６％ ９８％
	慶應義塾 ５３，３１６ ４９，８８９ ４８，２６０ －１，６２９ ９４％ ９７％

武蔵野美術 １１，０４７ ９，６２６ ８，１３９ －１，４８７ ８７％ ８５％
�成城 １６，５８７ １８，８９１ １７，４６７ －１，４２４ １１４％ ９２％
�龍谷 ３８，２４５ ３８，８５６ ３７，５２１ －１，３３５ １０２％ ９７％
�関西学院 ４９，９７７ ５２，１８０ ５０，８４５ －１，３３５ １０４％ ９７％

青山学院 ４７，２１０ ５４，９３０ ５３，６９５ －１，２３５ １１６％ ９８％
�創価 １４，１５６ １３，４５８ １２，２５２ －１，２０６ ９５％ ９１％
�阪南 ３，１４４ ３，７５４ ２，６１８ －１，１３６ １１９％ ７０％
�同志社 ５０，２１８ ４７，４４６ ４６，３６７ －１，０７９ ９４％ ９８％
�甲南 ２８，８４７ ２４，８８８ ２３，８８５ －１，００３ ８６％ ９６％
�東京薬科 ４，３１０ ４，２６２ ３，３０４ －９５８ ９９％ ７８％
�名城 ２７，６２８ ２７，９８６ ２７，１００ －８８６ １０１％ ９７％
�桃山学院 ６，４６２ ５，８２８ ４，９５１ －８７７ ９０％ ８５％

【表13】私立大志願者数増加・減少大学（人数差）
●増加した大学

大学 ０８ ０９ １０ １０－０９ ０９／０８ １０／０９
�明治 １０８，９４６ １０６，２６１ １１５，７００ ９，４３９ ９８％ １０９％
�法政 ９７，０１７ ８５，６８６ ９４，５３６ ８，８５０ ８８％ １１０％
�明星 ４，０９１ ５，１２８ １０，３６４ ５，２３６ １２５％ ２０２％
�日本 ８５，９４２ ９０，２７３ ９５，３２２ ５，０４９ １０５％ １０６％
�近畿 ７２，２４４ ７１，７３４ ７６，７４４ ５，０１０ ９９％ １０７％
�専修 ３２，７８５ ３１，３０４ ３５，３７７ ４，０７３ ９５％ １１３％
�東洋 ５９，６３８ ６９，１５７ ７２，７６８ ３，６１１ １１６％ １０５％
	大東文化 １４，８３９ １３，３９１ １６，８９２ ３，５０１ ９０％ １２６％

東京経済 ９，５６４ １０，８５０ １４，１７８ ３，３２８ １１３％ １３１％
�国士舘 ８，８１１ １０，２１３ １３，４８２ ３，２６９ １１６％ １３２％
�佛教 ８，４６４ ９，３５１ １２，１８５ ２，８３４ １１０％ １３０％
�東京工科 ５，６１０ ４，８６６ ７，６５８ ２，７９２ ８７％ １５７％

芝浦工業 ２３，９６５ ２８，８５８ ３１，５８３ ２，７２５ １２０％ １０９％
�文教 １４，２９５ １３，２２５ １５，９２０ ２，６９５ ９３％ １２０％
�東京電機 １２，３０７ １３，２２５ １５，７７６ ２，５５１ １０７％ １１９％
�獨協 １４，５６１ １６，４７３ １８，９８３ ２，５１０ １１３％ １１５％
�國學院 １５，３１２ １８，２８１ ２０，７７８ ２，４９７ １１９％ １１４％
�文京学院 ３，６６１ ２，８６１ ５，３５６ ２，４９５ ７８％ １８７％
�駒澤 ３２，６９１ ３０，１３１ ３２，５２０ ２，３８９ ９２％ １０８％
�福岡 ３７，７９２ ３９，４３６ ４１，７５８ ２，３２２ １０４％ １０６％

8 Guideline June 2010


